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Abstract：From May 2007 to January 2009, we investigated the food supplying function for the fish in 

Sagarame Eisenia arborea marine forest in the eastern coast of Ise Bay. Among the ambient habitats, 

arthropods such as Jassa sp., Caprella spp. appeared mainly at inside of Sagarame marine forest. The 

juvenile fish of 45 species and the adult fish of 24 species were caught in Sagarame marine forest by small 

set net and gill net. From the gut content analysis, the arthropods such as Jassa sp., Caprella spp. were 

detected dominantly, suggesting important food organisms for fish there. The density of arthropods, 

mollusks and annuluses in the holdfast of Sagarame was higher than the density of those in another place 

of Sagarame marine forest, because of its characteristic shape. We conclude that Sagarame marine forest is 

one of the important feeding habitats for juvenile and adult fish. 
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海草（アマモ）および海藻が構成する藻場は，魚類の

重要な生息場として認識されている。このうち，アマモ

場は稚魚の育成場の役割を果たしていることや，１）アマ

モ場外より魚類群の収容量が多いこと２）が報告されてい

る。また，アマモ場の魚類群集は， 7つの捕食グループ

（小型甲殻類，プランクトン，大型甲殻類，植物，魚類，

貝類や堆積物食者）で構成され，特に小型甲殻類食者や

プランクトン食者が多いことが明らかにされている。３）

一方，ホンダワラ類のガラモ場は，複雑な立体構造によ

り魚類が捕食魚から隠れる場所の役割を果たし，４）ヨコ

エビを中心とした甲殻類や軟体動物などが豊富で，魚類

の餌場としての価値が高いことが報告されている。５）ガ

ラモ場の魚類群集は，主として葉上性，底生性および浮

遊性餌種を主食とする周年定住種および季節定住種で構

成されており，特に葉上性端脚類を利用する魚種が多く

占めることが明らかにされている。６） 

伊勢湾東部沿岸の知多半島先端域は，沿岸約 10km の

岩礁帯で，潮下帯にはアカモク主体のガラモ場，カジメ

場およびサガラメ Eisenia arboreaの群落が形成されてい

た。７）しかし，1998年以降，アイゴの採食によりサガラ

メ群落が減少した。８）サガラメ群落には，窒素の吸収に

よる水質浄化機能，二酸化炭素の吸収による温暖化防止

機能９）およびアワビを涵養する生物生産機能 10）がある

ことから，再生のための技術開発が行われている。11,12）

サガラメの体は，付着器，茎，枝，側葉で構成され，13）

全長 1mと大型で，平均 20.6～49.0cmの側葉を 1個体当
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たり平均 51.3枚持っており，14）餌料生物が大量に生息可

能な三次元的構造をしているが，サガラメ群落の餌料供

給機能についてはほとんど研究例がない。そこで，本研

究では，群落内に生息している生物，群落内および群落

外に生息している魚類相とその消化管内生物組成につい

て調べた。さらに，生息生物と消化管内生物を比較する

ことにより，サガラメ群落が有する魚類への餌料供給機

能について明らかにした。 

 

材料及び方法 

(1) サガラメの付着動物およびサガラメ群落内の底生生

物 

本研究は，唯一約 18haのサガラメ群落が残存している

伊勢湾東部海域 15）を対象とした。また，当該海域の水深

1m における水温は，2 月下旬の 7.6℃から 8 月下旬の

28.8℃の幅にあった。14） 

サガラメ群落に生息しているサガラメの付着動物お

よび底生生物の種，個体数および湿重量を調べるために，

Fig.1 に示す知多郡南知多町内海地先のサガラメ群落内，

水深 1mにおいて，0.5m2（50cm×50cm，2ヵ所）をコド

ラート設定し，以下の採集を行った。なお，Fig.2に示す

ように，動物はサガラメの付着動物および底生動物に分

け，付着動物はさらに葉体，枝および茎への付着（以下，

葉上動物とする。）と付着器への付着（以下，付着器内動

物とする。）に分けた。全季節を網羅できるように，2007

年 5月 24日，9月 11日，11月 28日，2008年 2月 25日，

5月 7日，7月 23日，10月 8日，2009年 1月 8日の 2

年間調査を実施した。サガラメの付着動物は，ヘラでサ

ガラメの付着器を海底から剥がし，1mm目合のネットに

藻体ごと収容して採集し，陸上でサガラメから剥がすこ

とにより得た。底生生物は群落の基質からヘラで剥がし

て，水中で 1mm 目合のネットに採集して，陸上で底生

動物および藻類に分けた。採集した生物は，種査定の後，

16-25)個体数，湿重量を測定した。なお，同定が不可能な

個体については，「門，綱，目，科，属」に留めて 1種類

として計数した。 

また，サガラメ付着動物の付着部位を把握するために，

2008年 5月 7日，7月 23日，10月 8日，2009年 1月 8

日の 4回の調査において，葉上動物と付着器内動物をネ

ットを用いて水中で区別して採集した。 

単位面積当たりの付着器内動物の個体数は，動物の個

体数をサガラメの付着器面積の合計で除して求めた。サ

ガラメの付着器面積は，切り取ったサガラメの付着器を

真上からデジタル映像に撮り，面積を算出するプログラ

ム（Lia32）において，映像化した付着器の面積を算出す

ることにより求めた。サガラメ群落内における単位面積

当たりの底生動物個体数は，動物の個体数をサガラメの

付着器面積を除いた海底面積で除して求めた。 

(2) サガラメ群落内および群落外の魚類相と消化管内生

物組成 

未成魚と成魚を仕分けるために，小型定置網および刺

網を使用した。小型定置網は，概ね水深 4，5mのサガラ

メ群落の縁辺部に設置され（Fig.1），袋網の目合いが 2cm

角と，サガラメ群落内に生息する未成魚の採捕が可能で

ある。調査は，2ヶ月毎に 1年間実施した。2007年 9月

26日，11月 12日，2008年 1月 18日，3月 28日，5月

22日，7月 2日，10月 1日に入網した魚のうち，成魚以

外の未成魚を同定して，26)個体数を計数した。小型定置

網 1回の入網期間は，1日ないしは 2日間であった。な

お，この辺りでは，山海漁港の近傍にしか小型定置網が

設置されていなかったことから，これを利用した。刺網

は，サガラメ群落内および群落外（Fig.1）に生息してい

る成魚を採捕する目的で使用した。刺網は，目合い 3.5cm

角の 1枚網（高さ：1.5m×長さ：100m）で，成魚の採捕

に適している。刺網漁業は，波浪の影響を強く受ける冬
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Fig.1 Maps showing the area of collecting animal in 
Sagarame marine forest (△), and setting the gill net in 
Sagarame marine forest (●) and outside Sagarame marine 
forest (○) ,and the small scale set net for collecting fish 
samples (□). 
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Fig.2 The drawing of Sagarame showing the different 
parts of a frond and the different attached parts of 
animal. 
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Fig.4 Seasonal changes in wet weight of total macroalge 
collected from Jun 2008 to January 2009. 

Table 1. Each numerical composition of each taxa found on the Sagarame and the bottom. Values in parenthesis  
were percentages of each taxa. (m-2) 

Attached Bentic Total Attached Bentic Total Attached Bentic Total
Mollusk 49(29.5) 90(40.0) 95(38.3) 1,227(  7.5) 7,666(16.6) 8,893(14.2) 100(  9.4) 2,129(42.3) 2,229(36.6)

Arthropoda 38(22.9) 51(22.7) 55(22.2) 8,181(50.2) 20,620(44.6) 28,801(46.0) 66(  6.2) 310(  6.2) 376(  6.2)

Annulus 41(24.7) 38(16.9) 44(17.7) 5,109(31.3) 14,562(31.5) 19,671(31.4) 90(  8.5) 310(  6.2) 400(  6.6)
Tentacle 9(  5.4) 13(  5.8) 14(  5.6) 88(  0.5) 358(  0.5) 446(  0.7) 208(19.6) 507(10.1) 715(11.7)

Chordate 9(  5.4) 10(  4.4) 13(  5.2) 373(  2.3) 304(  0.7) 677(  1.1) 193(18.2) 540(10.7) 733(12.0)
Echinoderm 6(  3.6) 10(  4.4) 10(  4.0) 371(  2.3) 840(  1.8) 1211(  1.9) 94(  8.9) 480(  9.5) 574(  9.4)

Sponge 8(  4.8) 4(  1.8) 8(  3.2) 12(  0.1) 0(  0.0) 12(  0.0) 279(26.3) 378(  7.5) 657(10.8)

Nematocyst 3(  1.8) 5(  2.2) 5(  2.0) 623(  3.8) 1,524(  3.3) 2,147(  3.4) 26(  2.5) 363(  7.2) 389(  6.4)
Sipunculid 1(  0.6) 2(  0.9) 2(  0.8) 26(  0.2) 48(  0.1) 74(  0.1) 2(  0.2) 3(  0.1) 5(  0.1)

Flatworm 1(  0.6) 1(  0.4) 1(  0.4) 108(  0.7) 104(  0.2) 212(  0.3) 0(  0.0) 8(  0.2) 8(  0.1)
Nemertean 1(  0.6) 1(  0.4) 1(  0.4) 192(  1.2) 224(  0.5) 416(  0.7) 2(  0.2) 2(  0.0) 4(  0.1)

Total 166(100) 225(100) 391(100) 16,310(100) 46,250(100) 62,560(100) 1,060(100) 5,030(100) 6,090(100)

Taxa
Number of species(%) Individual number(%) Wet-weight(g)(%)

 

季には実施されないため，冬季を除く 2年間（2007年 5

月 28日，9月 27日，10月 18日，12月 18日，2008年 4

月 22日，6月 17日，8月 5日，10月 16日）に実施した。

サガラメ群落内および群落外に，刺網を一昼夜設置して，

採捕された魚類の種を同定し，26)個体数を計数した。な

お，刺網は，小型定置網と同海域の魚種を採捕するため

に，小型定置網の近傍で実施した。同定が不可能な魚類

については，「科，属」に留めて 1種類として計数した。

また，小型定置網で採捕された未成魚のうち，種毎に最

大 5個体を無作為に抽出し，消化管内生物の種を実体顕

微鏡下で同定し，16-26）個体数を計数した。刺網で採捕さ

れた全ての成魚について，消化管内生物の種を実体顕微

鏡下で同定し，個体数を計数した。なお，ここでの消化

管とは食道から肛門までとし，同定が不可能な個体につ

いては，「門，綱，目，科，属」に留めて 1種類として計

数した。 

 

結   果 

(1) サガラメの付着動物およびサガラメ群落内の底生生

物 

① 海藻の種類組成と現存量 

採集した海藻の湿重量組成の季節変化を Fig.3 に示し

た。サガラメは，春季から秋季に 82.3%～98.6%と多く最

優占した。2008年 2月に 64.0%，2009年 1月に 79.7%，

と冬季に若干少なくなる季節変化を示した。その他は，

褐藻類ヒバマタ目のタマハハキモク Sargassum muticum

が 2007 年 6 月に 15.5%，褐藻類ヒバマタ目のアカモク

Saragassum horneriが 2009年 1月に 13.4%を占めた。ま

た， 2008 年 2 月に紅藻類イギス目のイトグサ属

Polysiphonia spp.が 27.3%を占めた。海藻の湿重量の季節

変化をFig.4に示した。2年とも 5,6月の春季に最高の 10.3

～14.1kg/㎡となり，夏季，秋季と減少傾向を示し，冬季

に 4.4～5.0kg/㎡と最低になった。 
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Fig.3 Seasonal changes in wet-weight composition of 
macroalgae collected from Jun 2008 to January 2009. Solid, 
shaded, vertical line, dotted, open bars represent Einsenia 
arborea, Sargassm muticum, Sargassum horneri, 
Polysiphonia spp. and others, respectively.  

23 



0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000
16,000

1

D
en

sit
y(

in
ds

. m
-2

)

Holdfast  Benthic
 

Fig.5 The average density of arthropod, mollusk and 
annulus in the holdhast of Sagarame and on substrata. 
(Bars mean S.D.)

Table 2. Each numerical composition of each taxa found on the Sagarame leaf and holdfast. Values in parenthesis  
were percentages of Arthropoda and total. (m-2) 

Bladelet Holdfast Total Bladelet Holdfast Total Bladelet Holdfast Total
Mollusk 18 30 33 0(0) 402(100.0) 402(100) 0 28 28
Arthropoda 21 27 32 1,214(24.0) 3,842(76.0) 5,056(100) 3 45 48
Annulus 16 33 35 146(4.5) 3,102(95.5) 3,248(100) 1 44 45
Tentacle 2 8 8 0 72 72 0 191 191
Chordate 0 9 9 0 336 336 0 131 131
Echinoderm 2 5 5 4 122 126 0 54 54
Sponge 1 6 6 2 10 12 0 185 185
Nematocyst 1 2 2 2 436 438 0 16 16
Sipunculid 0 1 1 274 14 288 12 1 13
Flatworm 1 1 1 38 40 78 0 0 0
Nemertean 1 1 1 10 128 138 0 0 0

Total 63 123 133 1,690(16.6) 8,504(83.4) 10,194(100) 16 695 712

Wet-weight(g)Individual number(%)Number of speciesTaxa

 

② 付着動物および底生動物の種組成と個体数 

サガラメ群落内に出現した付着動物および底生動物の

1m2当たりの種数，個体数および湿重量を Table 1.に示し

た。付着動物の全出現種数は166種で，軟体動物が29.5%，

環形動物が 24.7%，節足動物が 22.9%と順に少なくなっ

た。底生動物の全出現種数は 225種で，軟体動物が 40.0%

と多くを占め，節足動物が 22.7%，環形動物が 16.9%と

後に続いた。付着動物の全出現個体数は 16,310 個体で，

節足動物が 50.2%，環形動物が 31.3%と多く，軟体動物

は 7.5%と少なかった。底生動物の全出現個体数は 46,250

個体で，節足動物が 44.6%，環形動物が 31.5％と多く，

軟体動物は 16.6%と少なかった。付着生物の全出現湿重

量は 1,060gで，海綿動物が 26.3%，触手動物が 19.6%，

脊索動物が 18.2%と順に少なくなった。底生動物の全出

現湿重量は 5,030gで，軟体動物が 42.3%と多く，脊索動

物が 10.7%，触手動物が 10.1%とその後に続いた。個体

数のうち割合が半数近くを占める節足動物では，付着動

物，底生動物共に，カマキリヨコエビ科 Jassa sp.，メリ

タヨコエビ科 Maera sp.などのヨコエビ類やワレカラ科

Caprellidae spp.が多く占め，付着動物と底生動物の合計個

体数はそれぞれ節足動物の 68.8%および 9.7%を占めた。

また，後述の（２）において，未成魚がホンヤドカリ

Pagurus sp.を捕食しているが，節足動物中に占める付着

動物と底生動物の合計個体数割合は，0.1%であった。次

に多い環形動物の中では，付着動物，底生動物共にエゾ

カサネカンザシ Hydroides ezoensis，シリス科 Syllidae sp.，

ジュズイソメ Eunice antennata が多く占め，付着動物と

底生動物の合計ではそれぞれ 33.1%，14.1%，13.7%を占

めた。サガラメの付着動物のうち葉上動物と付着器内動

物の 1m2当たりの種数，個体数および湿重量を Table 2.

に示した。付着器内動物の全出現個体数は8,504個体で，

藻体全体の 83.4%を占めた。付着器動物の個体数が藻体

全体に占める割合は，節足動物が 76.0%，環形動物が

95.5%，軟体動物が 100.0%であった。 

付着器内と底生の節足動物，軟体動物および環形動物

の合計の平均個体数密度を Fig.5 に示した。付着器内動

物の平均は 12,113±3,002 inds. m-2 で，底生動物の平均

8,798±3,425 inds. m-2 より有意に多かった（t 検定，

p<0.05）。 

(2) サガラメ群落内および群落外の魚類相と消化管内生     

物組成 

小型定置網により採捕された未成魚の個体数を Table 

3.に示した。28科 39属 45種の魚類が出現した。種数は

2007年 9月に 18種，11月に 17種と多く，2008年 3月

から 5月にかけて 8種から 6種と少なくなり，7月から

10月にかけて 12種から 13種と多くなる傾向にあった。

ほぼ周年出現した種は，マアジ Trachurus japonicus，ウミ

タナゴ科 Embiotocidaeであった。春季から秋季に出現し

た種は，ヒイラギ Leiognathus nuchalisであった。主に夏

季から秋季にかけて出現した種は，シマイサキ

Rhyncopelates oxyrhynchus ， ギ ン ガ メ ア ジ Caranx 

sexfasciatus，イトヒキアジ Alectis ciliaris，ヘダイ Sparus 

sarba，マダイ Pagrus major，ツバメコノシロ Polydactylus 

plebeius，アイゴ Siganus fuscescens，ギマ Triacanthus 

biaculeatus，カワハギ Stephanolepis cirrhifer であった。

秋季から冬季に出現した種はコノシロ Konosirus 

panctatusであった。冬季に出現した種は，降海型のアマ 
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Table 3. The list of juvenile fish caught by the small set net. (inds. catch-1) 

Sep.26 Nov.12 Jan.18 Mar.28 May.22 Jul.2 Oct.1
コノシロ Konosirus punctatus 3 8 5
アマゴ Oncorhynchus masou ishikawae 2
メバル属（シロメバル） Sebastes spp. 18 12 5
クロソイ Sebastes schlegeli 2
クジメ Hexagrammos agrammus 3
アイナメ Hexagrammos otakii 2
スズキ Lateolabrax japonicus 2 6 2 3
シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus 5 2
シロギス Sillago japonica 1
ムツ Scombrops boops 1
ブリ Seriola quinqueradiata 5
カンパチ Seriola dumerili 1 5
マアジ Trachurus japonicus 3 5 1 1 　 5 3
ギンガメアジ Caranx sexfasciatus 3 2
イトヒキアジ Alectis ciliaris 3
ヒイラギ Leiognathus nuchalis 3 5 　 　 6 5 3
コショウダイ Plectorhinchus cinctus 1
ヘダイ Sparus sarba 3 3
クロダイ Acanthopagrus schlegeli 1 1
キチヌ Acanthopagrus latus 3
マダイ Pagrus major 3 5 2 3
ツマグロハタンポ Pempheris japonica 1
メジナ Girella punctata 3 1 3
カゴカキダイ Microcanthus strigatus 1
イシダイ Oplegnathus fasciatus 1
イシガキダイ Oplegnathus punctatus 2
ウミタナゴ科 Embiotocidae sp. 1 3 8 5 　 5 　
オヤビッチャ Abudeduf vaigiensis 2
フウライボラ Crenimugil crenilabis 2
ボラ Mugil cephalus cephalus 5 5
ツバメコノシロ Polydactylus plebeius 3 1
アイゴ Siganus fuscescens 3 3
マサバ Scomber japonicus 4
メダイ Hyperoglyphe japonica 1
イボダイ Psenopsis anomala 2
イシガレイ Kareius bicoloratus  1 2
マコガレイ Pleuronectes yokohamae 1 1 1
クロウシノシタ Paraplagusia japonica 3
ギマ Triacanthus biaculeatus 3 3 1
ソウシハギ Aluterus scriptus 1
アミメハギ Rudarius ercodes  2
カワハギ Stephanolepis cirrhifer 2 3 1
ヒガンフグ Takifugu pardalis 2 3
クサフグ Takifugu niphobles 11 4 5
シロサバフグ Lagocephalus wheeleri 1

40 50 68 33 22 40 29
18 17 14 8 6 12 13

アオリイカ Sepioteuthis lessoniana 2 3
ミミイカ Euprymna berryi 1 1
イイダコ Ocellated octopus 2

 2 3 1   3
1 2 1 13 species appeared

Total

Total

2008

45 species appeared

Japanese common
name Species 2007

 

 

ゴ Oncorhynchus masou ishikawae，クロソイ Sebastes  

schlegeli，クジメ Hexagrammos agrammus，アイナメ

Hexagrammos otakii，シロギス Sillago japonica，ボラMugil 

cephalus cephalus，イシガレイ Kareius bicoloratusであっ

た。さらに冬季には，魚類以外にも軟体動物のミミイカ

Euprymnaberryi，イイダコ Ocellated octopusが出現した。

冬季から春季に出現した種はシロメバルを主体としたメ      

バル属 Sebastes spp.であった。なお，魚類分類群の表記

は，中坊（2000）に準じた。 

刺網により採捕された成魚を Table 4.に示した。サガラ

（202）

（16）

（12） （5） Arthropoda
86.0%

Mollusk2.1%Annulus
5.1%

Fish
6.8%

 
Fig.6 The numerical proportion among the whole of each 
taxa detected from the gut of the juvenile fish. Values in 
parenthesis were individual number of each taxa. 
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Table 4. The list of adult fish caught by the gill net. (inds. catch-1) 

Inside Sagarame marine forest

May.28 Sep.27 Oct.18 Dem.18 Apr.22 Jun.17 Aug.5 Oct.16
ドチザメ Triakis scyllium 1
ウチワザメ Platyrhina sinensis 1
マアナゴ Conger myriaster 1
カサゴ Sebastiscus marmoratus 1
タケノコメバル Sebastes oblongus 2
ヨロイメバル Sebastes hubbsi 1
マゴチ Platycephalus sp2. 1 1 3 2
クジメ Hexagrammos agrammus 1
アイナメ Hexagrammos otakii 1 1 2 1 3
スズキ Lateolabrax japonicus 2 1
マアジ Trachurus japonicus 2
コショウダイ Plectorhinchus cinctus 1
ヘダイ Sparus sarba 3 3
クロダイ Acanthopagrus schlegeli 1
メジナ Girella punctata 1
イシガキダイ Oplegnathus punctatus 1
ウミタナゴ科 Embiotocidae sp. 1 2
キュウセン Halichoeres poecilopterus 3
アイゴ Siganus fuscescens 1
ガンゾウビラメ Pseudorhombus cinnamoneus 1
イシガレイ Kareius bicoloratus 1
マコガレイ Pleuronectes yokohamae 1
クロウシノシタ Paraplagusia japonica 1 1 1
カワハギ Stephanolepis cirrhifer 15 10 8 5

1 20 15 7 4 8 20 14
1 4 4 5 3 5 10 7

アメフラシ Aplysia kurodai 2 2
サザエ Batillus cornutus 1 1
アカニシ Rapana venosa venosa 2
マダコ Octopus vulgaris 1
イセエビ Panulirus japonicus 1

4 1 1  2  2
2 1 1  1  2  

Outside Sagarame marine forest
2007 2008

May.28 Sep.27 Oct.18 Dem.18 Apr.22 Jun.17 Aug.5 Oct.16
コノシロ Konosirus punctatus 3 1
ホウボウ Chelidonichthys spinosus 1
マゴチ Platycephalus sp2. 4 1 1 8 1 1
アイナメ Hexagrammos otakii 1 4
マアジ Trachurus japonicus 2
ヒイラギ Leiognathus nuchalis 1
ヘダイ Sparus sarba 1 4
マダイ Pagrus major 1
ウミタナゴ科 Embiotocidae sp. 2
キュウセン Halichoeres poecilopterus 5 4 2
メイタガレイ Pleuronichthys cornutus 1 1 1 1
イシガレイ Kareius bicoloratus 1 1
クロウシノシタ Paraplagusia japonica 1 1 7 21
カワハギ Stephanolepis cirrhifer 2 7 4
ショウサイフグ Takifugu snyderi 1

1 7 16 4 2 27 30 11
1 3 6 3 2 8 7 4

アメフラシ Aplysia kurodai 3 12
サザエ Batillus cornutus 1
アカニシ Rapana venosa venosa 3 1
イセエビ Panulirus japonicus 1

6 1 12 1 1
2 1 1 1 1  4 species appeared

15 species appeared
Total

Total

2007 2008Japanese
common name Species

24 species appeared

5 species appeared

Total

Total

Japanese
common name Species

 

メ群落内には 19科 23属 24種，群落外には 13科 15属

15種の魚類が出現し，群落内の方が 9種類多かった。群

落内・外ともに，年間を通して夏季から秋季にかけて，

個体数が多くなる傾向にあった。群落内でほぼ周年出現

した種は，アイナメ Hexagrammos otakiiであった。群落

外でほぼ周年出現した種はマゴチ Platycephalus sp2.であ

った。群落内・外でともに夏季から秋季にかけて出現し

た種は，カワハギ Stephanolepis cirrhiferであった。 

26 



未成魚の消化管内生物を合計すると 36種 235個体であ

った。未成魚消化管内生物の分類群別の個体数割合を

Fig.6に示した。節足動物は 86.0%，魚類は 6.8%，環形動

物は 5.1%，軟体動物は 2.1%と節足動物が圧倒的に多か

った。消化管内生物の種別個体数と個体数比率を Table 5.

に示した。節足動物では，カマキリヨコエビ科などのヨ

コエビ類が 36.6%，ホンヤドカリ科が 18.3%，ワレカラ

科が 13.4%を占めた。ヨコエビ類およびワレカラ科はク

ジメ，ギマ，カワハギなどに，ホンヤドカリ科はメバル

属などに捕食されていた。 

成魚の消化管内動物の分類群別の個体数割合を Fig.7 

に示した。群落内では節足動物が 79.6％と優占し，群落

外では軟体動物が 57.4％と優占した。消化管内生物の種

別個体数と個体数比率を Table 5.に示した。群落内成魚の

消化管内生物の節足動物ではワレカラ科が 34.7%，カマ

キリヨコエビなどのヨコエビ類が 28.6%，アミ目

Mysidaceaが 6.7％，エビジャコ科 Crangonidae sp. が 4.3%，

スベスベオウギガニ Sphaerozius nitidusが 4.3%を占めた。

ワレカラおよびヨコエビ類はアイナメ，クジメ，メジナ

およびアイゴが，アミ目はスズキおよびガンゾウビラメ

が捕食していた。軟体動物ではムギガイMitrella bicincta

が 30.0%を，アワジチグサ Conotalopia mustelinaやシマハ

マツボ Alaba pictaなどがそれぞれ 10.0%を占めた。ムギ

ガイはアイナメが，アワジチグサはクロダイ，クロウシ

ノシタが捕食していた。群落外成魚の消化管内生物の軟

体動物では，ホトトギスガイMusculus senhousiaが 75.2%

を，アワジチグサやキヌマトイガイ Hiatella orientalisな

どがそれぞれ 2.4%を占めた。ホトトギスガイはカワハギ

およびキュウセン Halichoeres poecilopterusが捕食してい

た。節足動物では，カマキリヨコエビなどのヨコエビ類

が 52.5%を，カギツメピンノ Pinnotheres pholadisが 15.0%

を，フタバベニツケガニ Thalamita simaが 7.5%を占めた。

ヨコエビ類はマダイ，カワハギなどが捕食していた。ま

た，群落内のマゴチはシロギス，ヌメリゴチ Repomucenus 

lunatusを，群落外のスズキ Lateolabrax japonicusはメバ

ル属を，マアナゴ Conger myriaster，タケノコメバル

Sebastes oblongus，アイナメ，クロウシノシタ Paraplagusia 

japonicaは種は不明であるが魚類を摂餌していた。 

 

考      察 

海藻の湿重量の季節変化は，2年とも 5,6月の春季に最

高の 10.3～14.1kg/㎡となり，夏季，秋季と減少傾向を示

し，冬季に 4.4～5.0kg/㎡と最低になった（Fig.4）。この

減少は，サガラメの側葉数および側葉長の季節変化によ

るものであった。14）しかし，5月から 12月にかけての側

葉数は高い水準で維持されていた。また，群落内におい

て，未成魚は夏季から秋季にかけて種数が多くなる傾向

があった。これらのことから，春季に現存量が最大とな

り，その後秋にかけて三次元的な構造が維持されるサガ

ラメ群落を，多くの未成魚が捕食魚から隠れる場所とし

て夏季から秋季にかけて利用している可能性が考えられ

Table 5. Each numerical composition of arthropodae, mollusk 
and fish detected from the gut of the juvenile and adult fish. 
(Juvenile fish caught by small size set net. Adult fish caught by 
gill net.) Values in parenthesis were percentages of each 
species. 

inside outside
節足動物 ワレカラ科 Caprellidae spp. 27(13.4) 57(34.7)
Arthropoda ヨコエビ類計 Amphipoda　total 74(36.6) 47(28.6) 21(52.5)

　カマキリヨコエビ科 Jassa sp. 19 11
　カマキリヨコエビ科 Ericthonius sp. 10 9
　ホソヨコエビ Ericthonius pugnax 4
　ヨコエビ亜目 Gammaridea 8 21 4
　アゴナガヨコエビ科 Pontogeneia sp. 3 5
　ヒゲナガヨコエビ科 Ampithoe sp. 1 6
  エンマヨコエビ科 Pplychelia sp.  1
  テングヨコエビ科 Parapleustes sp.  1
  モクズヨコエビ科 Hyale sp.  1 1
  ツノヒゲヨコエビ科 Urothoe sp.  1
  メリタヨコエビ科 Melita sp.  2
　クチバシソコエビ科 Oedicerotidae sp. 20 1 3
　ユンボソコエビ科 Aoroides sp. 4
　ツノヒゲソコエビ科 Urothoe sp. 3
　スガメソコエビ科 Ampelisca sp. 2
  フトヒゲソコエビ科 Lysianassidae sp. 1
ホンヤドカリ科 Pagurus sp. 37(18.3)
エビジャコ科 Crangonidae sp. 1(0.5) 7(4.3)
アミ目 Mysidacea  11(6.7)
スベスベオウギガニ Sphaerozius nitidus  6(3.7)
ソコシラエビ Leptochela gracilis  7(4.3)
カギツメピンノ Pinnotheres pholadis  6(15.0)
フタバベニツケガニ Thalamita sima  3(7.5)
その他 The others 63(31.2) 29(17.7) 10(25.0)

202(100.0) 164(100.0) 40(100.0)
軟体動物 ムギガイ Mitrella bicincta 6(30.0)
Mollusk アワジチグサ Conotalopia mustelina 2(10.0) 2(2.4)

シマハマツボ Alaba picta 1(20.0) 2(10.0)
ベニバイ Tricolia variabilis 2(10.0)
ホトトギスガイ Musculus senhousia 2(10.0) 64(75.2)
キヌマトイガイ Hiatella orientalis 2(2.4)
ヘソカドタマキビ Stenotis smithi 2(2.4)
その他 The others 4(80.0) 6(30.0) 15(17.6)

5(100.0) 20(100.0) 85(100.0)
環形動物 サシバゴカイ科 Phyllodocidae sp. 1(16.7) 1(8.3)
Annulus ゴカイ科 Nereidiae sp. 1(16.7) 6(50.0)

シロガネゴカイ科 Nephtys ciliata sp. 1(16.7)
イソメ科 Eunicidae sp.
ギボシイソメ科 Lumbrineridae sp. 1(8.3)
カンザシゴカイ科 Serpulidae sp. 1(8.3)
その他 The others 12(100.0) 3(49.9) 3(25.1)

12(100.0) 6(100.0) 12(100.0)
魚類 シロギス Sillago japonica 1(9.1)
Fish ヌメリゴチ Repomucenus lunatus  1(9.1)

コチ科 Platycephalidae sp.   1(16.7)
メバル属 Sebastes spp.  1(16.7)
その他 The others 16(100.0) 9(81.8) 4(66.6)

16(100.0) 11(100.0) 6(100.0)Total

AdultSpecies Juvenile 

Total

Total

Total

(164)

(20)
(11)

(6) (2)(3)

Mollusk
9.7%

Fish 5.3%

Annulus
2.9%

Chordate
1.5%

Sponge
1.0%

Arthropoda
79.6%

(1)
(1)

(3)
(12)

(6)

(85)

(40)

Mollusk
57.4%

Fish 4.1%

Annulus 8.1%

Chordate 0.7%

Echinoderm 2.0%
Tentacle 0.7%

Arthropoda
27.0%

Inside(206) Outside(148)
Fig.7 The numerical proportion among the whole of each 
taxa detected from the gut of the adult fish in inside and 
outside of Sagarame marine forest. Values in parenthesis 
were individual number of each taxa. 

27 



た。 

一般に，魚類の藻場に対する利用形態は，産卵および

未成魚の保育とされている。アイナメの成魚は群落内に

周年出現し（Table 4.），未成魚は 3 月に出現している

（Table 3.）。アイナメは岩礁域に生息し，産卵期は秋の

終わりから冬で，凝集粘着卵を石の底に産み付ける 27）

ことから，アイナメは摂餌場の他に産卵場として群落を

利用していると考えられた。また，シマイサキ，ギンガ

メアジ，イトヒキアジ，ヘダイ，マダイ，ツバメコノシ

ロ，アイゴ，ギマ，カワハギなどの未成魚は夏季から秋

季にかけて，コノシロの未成魚は秋季から冬季にかけて，

アマゴ，クロソイ，クジメ，シロギス，ボラ，イシガレ

イの未成魚は冬季に，メバル属の未成魚は冬季から春季

にかけて，それぞれ季節的に群落を保育の場として利用

していた。メバル属およびアイナメの稚幼魚期は，三河

湾内のアマモ場を重要な生息域としていた２）ことから，

サガラメ群落も同様な役割を果たしていると考えられた。

また，マダイ稚魚が，三河湾奥のアマモ場に 6月に出現

したことが報告されている。２）漁業者によると，マダイ

は秋季から冬季にかけて，低水温を避けるため伊勢湾口

部の深場へ移動するとしている。サガラメ群落には 7～

11月にマダイ未成魚が出現したことから，伊勢湾，三河

湾内で稚魚期を過ごしたマダイが，湾口部の深場へ移動

する際に，伊勢湾東部沿岸のサガラメ群落を，摂餌の面

から，重要な中継地点として利用している可能性が考え

られた。 

群落内生物のうち節足動物の種数は 22.2%と，軟体動

物の 38.3%に次ぐものであったが，個体数でみると節足

動物が 46.0%，軟体動物が 14.2%と，節足動物が最も多

く出現していた（Table 1.）。節足動物の個体数では，付

着動物，底生動物共に，カマキリヨコエビ科，メリタヨ

コエビ科などのヨコエビ類およびワレカラ科が多く占め，

これらの付着動物と底生動物の合計個体数は節足動物の

78.5%を占めた。 

消化管内生物の種別個体数における節足動物の割合は，

未成魚で 86.0%（Fig.6），群落内の成魚で 79.6%（Fig.7）

と，共に節足動物を最も多く摂餌していたが，未成魚の

方が節足動物の摂餌割合が高かった。未成魚および群落

内成魚の消化管内に確認された節足生物のうち，群落内

での生息の有無を Fig.8に示した。未成魚では 83.2%が，

群落内成魚では 84.1%が，群落内で確認された節足動物

であった。さらに，未成魚および群落内成魚において，

ヨコエビ類およびワレカラ科の合計割合が 50.0%および

63.3%を占めた（Table 5.）。カマキリヨコエビ科などのヨ

コエビ類やワレカラ科については，ガラモ場やアマモ場

においても魚類に摂餌されている。１,６,28）さらに，ヨコ

エビ類，アミ，エビ，ワレカラ科などは，藻場に生息す

るメバル属を始めとする他の多くの有用魚類にとって重

要な餌料生物であると報告されている。28)サガラメ群落

における本調査においても，捕食された節足動物に占め

るヨコエビ類およびワレカラ科の割合は，群落内が

63.3%と，群落外の 52.5%よりも多かった。このように，

未成魚や群落内成魚は群落内で個体数の多いヨコエビ類

およびワレカラ科などの節足動物を効率よく摂餌してい

ると考えられた。一般に，岩や藻場が存在しない砂浜海

岸では，アミ類，エビジャコ類など砂や泥の中に潜って

いる生物や砂の表面に生息する表在性甲殻類などの生物

が魚類の主要な餌料生物となる場合が多い 28)が，群落内

での消化管内生物の多くはこれらとは異なった。一方，

群落内で採捕されたスズキおよびガンゾウビラメが群落

内に生息していないエビジャコ科を捕食していた。サガ

ラメが生息している岩礁帯の沖側は砂質底である。スズ

キは遊泳力があり，ガンゾウビラメは主に砂泥底域に生

息する魚種であるため，群落外で摂餌して群落内へ来遊

してきたものと推測された。今後は群落外の砂質底に生

息する餌料生物についても調査を行い，サガラメ群落内

と餌料環境を比較することで，群落内餌生物への依存度

をさらに検証する必要がある。 

未成魚と群落内成魚を比較すると，軟体動物の摂餌率

が 2.1%から 9.7%に増加していた（Fig.6，Fig.7）。櫻井６）

は，ガラモ場内の魚類の食性パターンの変化は，成長に

伴う餌サイズの大型化が影響したものと捉え，餌種の変

化は，成長に伴う口器の大型化や咀嚼力の強化，遊泳能

力の向上を主要因としている。成魚で増加した軟体動物

は，ムギガイ，アワジチグサ，シマハマツボなどであっ

たことから，成長に伴う咀嚼力の強化が要因のひとつと

なり，これらの巻貝が捕食できるようになったと考えら

れた。 

また，成魚の軟体動物の摂餌個体数割合は，群落内が

9.7%，群落外が 57.4%と群落外の方が多かった（Fig.7）。

最も増加した種は，カワハギおよびキュウセンが捕食し

たホトトギスガイであり，群落外の砂泥底域において形

成されるホトトギスガイのマットが供給源になっている

可能性が示唆された。 

群落内のマゴチはシロギス，ヌメリゴチを，群落外の

Lived in Sagarame
bed 84.1%

Adult fish

Unlived in Sagarame
bed 16.8%

Lived in Sagarame
bed 83.2%

Juvenile fish

Unlived in Sagarame
bed 15.9%

Fig.8 The numerical proportion of Arthropoda by 
habitat detected from the gut of the juvenile and the 
adult fish in inside Sagarame marine forest. 
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スズキはメバル属を，マアナゴ，タケノコメバル，アイ

ナメ，クロウシノシタは種は不明であるが魚類を摂餌し

ており（Table 5.），サガラメ群落は魚食性の魚類にとっ

ても摂餌場あるいは回遊場となっていた。ここでは消化

管内生物のうち海藻について取り上げなかったが，未成

魚および成魚で採捕されたアイゴおよびメジナ Girella 

punctata は，ホンダワラ属 Sargassum sp.，オバクサ属

Pterocladia sp.，シオグサ属 Cladophora sp.およびアオサ

科 Ulvaceae sp.を摂餌していた。 

以上の議論は，種別個体数に基づいて行っている。餌

生物の大きさによってはその重量により重要度も変わる

可能性が考えられ，今後は摂餌生物の重量についても検

討する必要がある。さらに，魚類については，群落の利

用形態により，周年定住種，季節定住種および一次来遊

種に分けられる 29）ことから，連続した漁獲物調査により，

魚類のサガラメ群落の利用形態についても調べる必要が

ある。 

付着器内の節足動物，軟体動物および環形動物の合計

個体数密度は，底生の節足動物，軟体動物および環形動

物の合計個体数密度より有意に多かった（Fig.5）。同属

近縁種アラメは，毎年 10月中旬から翌年 5月にかけて，

旧根の上から新生根を伸長させ，付着器の重量は前年の

40%増となる。30）サガラメも，アラメと同様に旧根を上

から被うように新生根を伸長させるため，その形状はド

ーム状となり，中に空隙を有する（Fig.9）。サガラメ付

着器内の節足動物，軟体動物および環形動物の個体数密

度は，周囲の岩盤に生息する節足動物，軟体動物および

環形動物のそれより有意に多く，藻体全体に付着する動

物に対する付着器内動物の個体数は，節足動物が 76.0%，

軟体動物が 100.0%，環形動物が 95.5%を占めることから，

サガラメの付着器が節足動物，軟体動物および環形動物

の蝟集場所であることが明らかとなった。したがって，

サガラメの付着器は，魚類の餌料として摂餌されている

節足動物，軟体動物および環形動物の密度が周辺の海底

より高く，餌料供給において重要な役割を果たすと推定

された。 

以上のように，サガラメ群落において，群落内の動物

および藻類は未成魚や成魚の餌料となっていたことから，

サガラメ群落は群落内に生息する未成魚や成魚にとって

重要な摂餌場であると考えられた。また，サガラメに特

徴的な基部の形態は，餌生物を蝟集させる効果があり，

サガラメ群落の餌生物供給効果をより高くしている可能

性が考えられた。 

 

要   約 

伊勢湾東部沿岸に生息していたサガラメの群落は，

1998年以降，アイゴの採食が原因で減少し，同海域に約

18haが残存するのみとなっている。サガラメ群落は，温

暖化防止や水質浄化などの諸機能を持っていることから，

再生のための技術開発が行われている。本研究は，サガ

ラメ群落が持つ機能の 1つである魚類への餌料供給機能

について解析した。群落には，餌料となるヨコエビ類や

ワレカラ科などの節足動物が多く，群落内の魚類はこれ

らを高い割合で摂餌していた。したがって，サガラメ群

落は魚類を誘引する高い生産性を持っていることが明ら

かとなった。特に，サガラメの付着器は，魚類の餌料と

なる節足動物，軟体動物および環形動物の密度が群落内

の海底より高く，餌料供給において重要な役割を果たし

ていた。 
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